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感
染
症
・
コ
レ
ラ
と
佐
伯

　
コ
レ
ラ
と
い
う
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
も
う
流
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
世
界
で
は
毎
年
数
百
万
人
が
感

染
し
、
10
万
人
く
ら
い
が
死
亡
し
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
コ
レ
ラ
は
も
と
も
と
イ

ン
ド
の
風
土
病
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
が
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
な
っ
て
か
ら
、
世
界

中
に
広
が
り
ま
し
た
。
コ
レ
ラ
菌
に
感
染

す
る
と
、
下
痢
や
嘔
吐
を
繰
り
返
し
、
脱

水
症
状
を
起
こ
し
て
死
亡
し
ま
す
。
発
症

し
て
か
ら
２
日
か
ら
３
日
で
死
ん
で
し
ま

う
の
で
、
日
本
で
は
コ
ロ
リ
と
い
っ
て
恐

れ
ら
れ
ま
し
た
。
致
死
率
（
発
症
し
た
人

の
死
亡
率
）
も
50
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
コ
レ
ラ
が
日
本
に
初
め
て
上
陸
し
た
の

は
、
文
政
５
（
１
８
２
２
）
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
開
国
後
は
、
国
内
で
何
度
も

流
行
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
明

治
12
（
１
８
７
９
）
年
の
大
流
行
は
深
刻

で
し
た
。
全
国
で
10
万
人
以
上
が
死
亡
し
、

大
分
県
で
も
３
０
０
０
人
近
く
が
犠
牲
に
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また、冠婚葬祭や年中行事などで昔から行われているしきた
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去
る
11
月
８
日
（
土
）
三
余
館
に
お
い

て
令
和
２
年
度
第
１
回
市
史
編
さ
ん
市
民

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

歴
史
資
料
館
の
特
別
展
「
さ
い
き
城
山

の
面
影
を
探
し
て
」
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
大
分
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
小
柳
和
宏
氏
（
先
史
・
古
代
・
中

世
部
会
）
を
お
招
き
し
「
城
と
町
の
成
立

～
佐
伯
城
下
町
の
魅
力
を
探
る
～
」
と
題

し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
40
人
（
先
着
順
）
参
加
の

も
と
、
県
内
・
九
州
内
の
城
下
町
や
佐
伯

城
山
周
辺
の
様
子
を
絵
図
に
よ
る
解
説
と

あ
わ
せ
、
城
下
町
の
果
た
し
て
き
た
役
割

番
匠
川(

今
の
中
江
川)

は
ま
だ
川
幅
は
広
く
、

池
船
橋
は
か
な
り
の
長
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

城
山
に
は
石
垣
の
影
が
写
っ
て
い
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
市
民
講
座
開
催

な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
流
行
は
、
明
治
10

（
１
８
７
７
）
年
の
西
南
戦
争
が
原
因
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
10
（
１
８
７

７
）
年
に
も
コ
レ
ラ
が
流
行
し
ま
す
が
、

九
州
で
感
染
し
た
兵
士
た
ち
が
、
コ
レ
ラ

菌
を
全
国
に
運
び
ま
し
た
。
そ
し
て
２
年

後
、
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
す
。

　
明
治
12
（
１
８
７
９
）
年
の
大
流
行
は
、

愛
媛
県
の
松
山
市
付
近
で
発
生
し
ま
し

た
。
３
月
中
旬
頃
で
し
た
。
そ
の
後
、
す

ぐ
に
大
分
県
に
飛
び
火
し
ま
し
た
。
当

時
、
中
津
で
発
行
さ
れ
た
『
田
舎
新
聞
』
を

み
る
限
り
で
は
、
大
分
県
で
一
番
早
く
患

者
が
出
た
の
が
、
南
海
部
郡
霞
ヶ
浦
（
佐

伯
市
）
で
し
た
（
別
府
で
も
す
で
に
感
染

者
が
い
た
可
能
性
も
あ
る
）
。
４
月
17
日

の
こ
と
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
佐
伯

の
海
の
向
こ
う
は
愛
媛
県
で
す
。
感
染
症

は
人
の
接
触
に
よ
っ
て
広
が
り
ま
す
。
感

染
症
の
広
が
り
か
ら
、
大
分
県
と
愛
媛
県

の
人
の
交
流
の
深
さ
が
み
え
て
き
ま
す
。

（
近
代
部
会
・
部
会
長
　
長
野
浩
典
氏
寄

稿
　
「
著
書
・
感
染
症
と
日
本
人
」
か
ら
）

池船町から見た城山（昭和14(1939)年以前）

上浦地区・夏井とんど焼き

　
民
俗
と
は
人
々
の
暮
ら
し
全
般
の
こ
と

で
す
。
漁
業
や
農
業
な
ど
の
な
り
わ
い
、

衣
食
住
か
ら
人
の
一
生
、
年
中
行
事
、
信

仰
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
慣
習
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
気
候
や
地
形
な
ど
の
自
然
環

境
、
そ
の
土
地
の
歴
史
に
よ
っ
て
、
民
俗

は
地
域
ご
と
に
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

佐
伯
は
海
か
ら
山
ま
で
自
然
豊
か
な
地
域

で
、
人
々
は
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
暮
ら

し
を
創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
伝
統
的
な
生
活
文
化
は
、
戦
後
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
か

ら
始
ま
る
高
度
成
長
期
以
降
、
人
々
の
生

活
は
大
幅
に
変
化
し
ま
し
た
。
土
間
の
か

ま
ど
で
炊
事
を
し
て
い
た
の
が
、
台
所
で

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
こ
ん
ろ
を
使
う
よ
う
に

な
り
、
た
き
ぎ
を
燃
や
し
て
い
た
五
右
衛

門
風
呂
も
ガ
ス
釜
に
代
わ
り
、
た
き
ぎ
や

炭
を
使
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
家
の
近
く

の
里
山
は
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
人
々

の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
域
の
祭
り
や
行
事
、

民
俗
芸
能
な
ど
を
大
切
に
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
佐
伯
市
史
の

民
俗
部
門
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
記
憶

の
中
に
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
生
活
文

化
を
文
字
と
し
て
残
す
と
共
に
、
今
な
お

伝
え
ら
れ
て
い
る
民
俗
伝
承
を
地
域
文
化

の
基
盤
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い

  民俗・文化財部会

　部会長　段上達雄氏

民俗部会のようす

市
　

史
　

編
　

さ
　

ん
　

活
　

動
　

報
　

告

　
佐
伯
市
史
の
編
さ
ん
も
今
年
で
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
総
監
修
の
豊
田
寛
三
氏

を
は
じ
め
編
集
委
員
会(

委
員
長
・
佐
藤

晃
洋
氏)

と
各
専
門
部
会
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
上
巻
の
現
代
史
編
で
は

市
職
員
が
執
筆
を
行
い
、
中
巻
の
歴
史

編
、
下
巻
の
自
然
編
、
民
俗
編
、
文
化
財

編
は
各
専
門
部
会
に
所
属
す
る
委
員
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
５
月
27
日
　
佐
伯
市
史
編
集
委
員
会

●
６
月
23
日
　
近
代
部
会

●
７
月
４
日
　
近
世
部
会

●
８
月
８
日
　
先
史
・
古
代
・
中
世
部
会

●
８
月
９
日
　
民
俗
部
会

●
８
月
24
日
～
９
月
25
日
　
現
代
部
会

●
10
月
６
日
　
自
然
部
会

●
11
月
15
日
　
文
化
財
部
会

●
11
月
29
日
　
佐
伯
市
史
編
集
委
員
会

１月15日(金)上浦地区の夏井コミュニティセ

ンター前広場で無形民俗文化財とんど焼き(市指

定)が開催されました。

江戸時代後期からと伝わる正月の恒例行事と

あって、地区内から50人ほどの人が訪れ、しん

とした空気の中、パチパチと燃える上がる炎を

囲み今年１年の無病息災を祈願しました。会場

では、とんどの火で焼いた芋や餅、お神酒なども

振舞われました。

市指定無形民俗文化財（とんど焼き）
と
考
え
て
い
ま
す
。
佐
伯
市
の
民
俗
を
ま

と
め
る
た
め
、
お
話
を
お
う
か
が
い
に

参
っ
た
り
、
祭
り
や
行
事
、
民
俗
芸
能
な

ど
を
拝
見
し
に
参
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
節
に
は
、
よ
ろ
し
く
お
力
添

え
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　（
段
上
達
雄
氏
・
別
府
大
学
・
文
学
部

教
授
／
佐
伯
市
史
編
集
委
員
会
・
副
委

員
長
）

佐藤晃洋編集委員長

や
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
楽
し
い
講
座
に
な
り
ま
し
た
。

県立埋蔵文化財センター　小柳和宏氏


